

農水省メールマガジン『農村ふるさと保全通信』第156号

	お知らせの
タイトル
	農水省メールマガジン『農村ふるさと保全通信』第156号が発刊されました

	[bookmark: _Hlk89948011]概　　要
	農水省が平成２８年７月１５日に創刊した「農村ふるさと保全通信」は、多面の活動組織のネットワーク形成や、国民の皆さんへの理解醸成を推進することを目的としたメールマガジンです。
多面的機能支払の活動組織の紹介や、地域資源保全の新技術などの情報を月1～2回程度配信しています。（最新号は2025.12.26発刊の第156号です。）
バックナンバーについては、農水省のＨＰよりご覧になれます。

	


内　　容




	　
第１５６号の目次


１ 活動組織の活動紹介
☆まっかりニコニコクラブ広域協定 (北海道真狩村 (まっかりむら))☆
活動組織を広域化することによって、より効率的な活動が実現しています！ また、景観形成活動の一環としての「フラワーロード」は、村の観光資源にもなっています！

☆瀬々 (せせ)串 (くし)地域農地保全連絡会（鹿児島県鹿児島市）☆
地域のコミュニティ協議会と連携を取り、校区内の地域住民と草刈り作業を実施しています！また、伝統的な踊りを小学生と一緒に披露し、地域のコミュニティを強化しています！

２　女性役員へのインタビュー 
☆北 (きた)山形 (やまがた)資源保全会（福島県石川郡石川町 (いしかわまち)）☆
女性役員が中心となり植栽活動を行うことで、地域の交流を深めています！今後は農道の舗装工事に取り組むことで、地域の道路をきれいにしていくことを目指しています！

３　活動組織の活動の啓発・普及紹介
☆笹間 (ささま)地区環境を守る会（岩手県花巻市 (はなまきし)）☆
積極的に直営施工に取り組んでいることを広報誌でPRしています！さらに、活動への理解を深めてもらうために、SDGsと多面的機能支払交付金の関わりを紹介しています！

【編集後記】　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　以　　上




